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大学院博士後期課程
担当科目

・
・
・
・

通信教育部担当科目

・人文地理学
・
・
・

　【学内活動】
（学内職歴を含む）

図書館委員，就職委員，キャリア教育推進委員，学生指導委員，硬式野球部長

専門分野

所属学会

研究課題

　【教育上の特記事項】

　【社会的活動】 人文地理学会編集委員（2013年10月まで），近畿都市学会評議員

名古屋大学大学院人間情報学研究科博士後期課程

博士（学術）

都市地理学

最終学歴

　【研究上の特記事項】 ・奈良大学研究助成を得て，大都市圏郊外の鉄道駅周辺居住者の通勤行動に関するアン
ケート調査を実施した。

平　成　25　年　度　　教　育　研　究　業　績　書

取得学位

日本地理学会，人文地理学会，経済地理学会，日本都市地理学会，日本都市学会

大都市圏の居住・通勤研究

大学院修士課程
担当科目
（博士前期課程含）

・
・
・
・

授業科目

学部担当科目

・人文地理学（前期）
・地理学講読・調査法（通年）
・地理学演習（通年）
・地理学卒業演習（通年）
・地理学実習（通年）
・都市地理学（後期）



共著

単著

単著

単独 2013年11月
近畿都市学会秋季大
会

近畿都市学会編『都
市構造と都市政策』
古今書院

2014年3月

『地理学評論』87-1

『奈良大地理』20

2014年1月

2014年3月

大都市圏郊外における中心都市への
通勤者減少の要因を考察した．

大阪大都市圏における大阪市への通
勤者数の変化を考察した．

発行所、発表雑誌等
又は発表学会等の名

称

発行又は
発表の年月

単著､
共著
の別

概　　　　　　　要

（学術論文）

（著書）

著書､学術論文等の名称

研究業績[著書、学術論文等]

①郊外論１　居住と通勤

大和西大寺駅周辺居住者に対する居
住・通勤アンケートの報告

①大都市圏郊外における中心
都市への通勤者数減少の要因
に関する考察
―1990年代後半以降の奈良県
生駒市を中心に―

②大阪市への通勤者数の変化
について

②

③

④

⑤

④

近年における郊外における変容を，
居住と通勤から明らかにした．

③

（学会発表）

⑤

①

③

（その他）

②

⑤

④

②

⑤

①郊外の鉄道駅周辺部の通勤
流動―大和西大寺駅周辺を例
に―

③

④


